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鮑
照
「
蕪
城
賦
」
編
年
考

土
　

屋
　

　

聡

一　

「
蕪
城
賦
」
の
編
年
に
関
す
る
従
来
の
研
究

　

盛
者
必
衰
、
お
ご
れ
る
も
の
は
久
し
か
ら
ず
。
一
読
、
そ
の
よ
う
な
感
想
を
抱
か
し
め
る
「
蕪
城（

1
）賦

」
は
、
全
文
僅
か
四
百
五
字
の

短
篇
な
が
ら
、
栄
枯
盛
衰
の
あ
ま
り
に
も
大
き
な
落
差
を
鮮
や
か
に
描
い
た
辞
賦
で
あ
り
、
鮑
照
（
南
朝
宋
・
四
一
四
？
〜
四
六
六
）

の
文
学
を
代
表
す
る
珠
玉
の
名
品
で
あ
る
。
ま
た
、
本
作
は
、
謝
朓
や
呉
均
ら
六
朝
後
期
の
文
豪
も
つ
と
に
読
ん
で
い
た
ら
し
く
、
斉

梁
と
い
う
鮑
照
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に
は
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ（

2
）る

。

　

本
作
の
成
立
背
景
に
つ
い
て
は
、
序
文
や
そ
の
他
の
記
録
も
無
い
た
め
、
は
っ
き
り
し
た
と
こ
ろ
は
判
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、『
文

選
』
李
善
注
に
「
集
に
云
く
、
広
陵
故
城
に
登
る
（
集
云
、
登
廣
陵
故
城
）」
と
あ
り
、
こ
の
悲
運
の
都
市
が
広
陵
（
江
蘇
省
揚
州
市
）

を
指
す
と
い
う
点
だ
け
は
、
諸
家
の
見
解
は
一
致
し
て
い
る
。
一
方
、
そ
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
は
、
諸
説
紛
々
と
し
て
未
だ
定
説
を

見
な
い
。

　

今
、
従
来
の
代
表
的
な
説
を
列
挙
す
る
な
ら
ば
、
次
の
通
り
で
あ（

3
）る

。

　
　

Ⅰ　

大
明
六
年
（
四
六
二
）
説
…
…
…
『
文
選
』
五
臣
注
。
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Ⅱ　

大
明
三
年
（
四
五
九
）
説
…
…
…
何
焯
『
義
門
読
書
記
』・
銭
仲
聯
『
鮑
参
軍
集
注
』。

　
　

Ⅲ　

元
嘉
三
十
年
（
四
五
三
）
説
…
…
曹
道
衡
「
鮑
照
幾
篇
詩
文
的
写
作
時
間
」。

　
　

Ⅳ　

元
嘉
二
十
八
年
（
四
五
一
）
説
…
丁
福
林
『
鮑
照
年
譜
』。

　

思
う
に
、
文
学
作
品
の
制
作
状
況
を
見
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
、
よ
ほ
ど
疑
わ
し
い
も
の
で
な
い
限
り
、
ま
ず
伝
記
資
料
に
沿
っ
て

制
作
年
代
を
仮
定
し
、
検
討
を
進
め
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
本
作
に
即
し
て
言
え
ば
、
幸
い
に
も
制
作
地
点
＝
広
陵
と
い
う
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
鮑
照
が
広
陵
に
い
た
時
期
こ
そ
第
一
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
試
み
に
従
前
の
諸
説
と
鮑
照
の
閲
歴
と
を
見
比
べ
る
と
、
意
外
に
も
、
最
も
確
実
に
広
陵
に
居
た
で
あ
ろ
う
時
期
が
見

落
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
す
な
わ
ち
、
元
嘉
十
七
年
か
ら
二
十
年
ま
で
、
そ
の
主
君
た
る
臨
川
王
劉
義
慶
の
南
兗
州
刺
史

転
任
に
伴
い
、
鮑
照
が
こ
れ
に
随
従
し
て
広
陵
に
赴
任
し
た
四
年
間
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
第
五
の
説
と
し
て
、
元
嘉
十
七
年

（
四
四
〇
）
説
（
以
下
、
Ⅴ
説
と
称
す
）
を
提
出
し
、
そ
の
当
否
を
論
じ
た（

4
）い

。

　

僅
か
一
作
品
の
編
年
考
証
と
い
う
小
さ
な
問
題
提
起
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
筆
者
が
見
る
と
こ
ろ
、「
蕪
城
賦
」
制
作
時

の
状
況
や
撰
述
意
図
の
解
明
は
、
最
終
的
に
鮑
照
の
文
学
の
本
質
に
ま
で
遡
っ
て
ゆ
き
そ
う
な
重
要
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。
ま
た
、
本
作
は
確
か
に
異
色
作
と
呼
ん
で
も
差
し
支
え
な
い
独
創
性
に
富
む
辞
賦
作
品
で
あ
る
が
、
そ
の
文
学
史
的
意
義
は
、

漢
魏
六
朝
辞
賦
文
学
の
展
開
を
探
る
上
で
、
従
来
の
評
価
以
上
に
大
き
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
以
上
の
見
通

し
の
も
と
に
、
鮑
照
「
蕪
城
賦
」
の
編
年
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
考
証
を
加
え
た
上
で
、
改
め
て
本
作
の
撰
述
意
図
を
抜
本
的
に
問
い

直
そ
う
と
す
る
一
試
論
で
あ
る
。
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二　

「
蕪
城
賦
」
編
年
考
証

　

劉
義
慶
は
、
本
伝
（『
宋
書
』
臨
川
烈
武
王
道
規
伝
に
附
伝
）
に
拠
れ
ば
、
元
嘉
十
七
年
に
江
州
刺
史
か
ら
南
兗
州
刺
史
に
遷

り
、
そ
の
晩
年
を
広
陵
で
過
ご
し
た
。
同
二
十
年
に
病
を
得
、
刺
史
を
解
か
れ
て
建
康
に
戻
り
、
翌
二
十
一
年
正
月
に
没
す
。
享
年

四
十
二
。
そ
し
て
、
そ
の
最
期
に
至
る
ま
で
、
鮑
照
が
義
慶
幕
下
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
の
「
通
世
子
自
解
（
啓
）」（『
鮑
氏
集
』
巻
九
）

か
ら
裏
づ
け
ら
れ
る
。「
今 
職
と
す
る
所
を
解
く
こ
と
を
請
ひ
、
矜
許
を
蒙
る
こ
と
を
願
ふ
。
清
塵
を
奉
り
し
自
り
、
茲こ

こ

に
於
い
て
六

祀
。
墜
辰 

永
往
し
、
遺
恩 
心
に
在
り
（
今
請
解
所
職
、
願
蒙
矜
許
。
自
奉
清
塵
、
於
茲
六
祀
。
墜
辰
永
往
、
遺
恩
在
心
）」。
こ
の
書

簡
文
は
、
義
慶
の
死
後
、
そ
の
世
子
哀
王
燁
に
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ（

5
）る

。
王
国
に
お
け
る
「
所
職
」
を
自
ら
解
く
こ
と
を
求
め
る
も

の
で
あ
る
が
、
文
中
に
「
清
塵
を
奉
り
し
自
り
、
茲
に
於
い
て
六
祀
」
と
、
彼
が
仕
官
し
て
以
来
六
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
な
お
、
元
嘉
二
十
一
年
か
ら
六
年
を
遡
れ
ば
元
嘉
十
六
年
で
あ
り
、
こ
れ
は
義
慶
が
江
州
刺
史
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
鮑
照
及
び
劉
義
慶
を
巡
る
伝
記
資
料
か
ら
、
本
作
を
元
嘉
十
七
年
の
作
と
仮
定
す
る
餘
地
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

そ
こ
で
、
次
に
「
蕪
城
賦
」
本
文
に
基
づ
き
つ
つ
、
筆
者
の
提
唱
す
る
Ⅴ
説
を
検
証
し
よ
う
と
思
う
。

　
　

「
劃
崇
墉
刳
濬
洫
」
…
編
年
考
証
に
お
い
て
、
重
大
な
手
掛
か
り
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
避
諱
字
の
使
用
状
況
か
ら
の
推
定
と

い
う
手
段
が
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
本
作
の
場
合
に
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
本
作
前
半
「
劃
崇
墉
刳
濬
洫
」
句
に
お

い
て
、
始
興
王
（
文
帝
の
第
二
子
）
の
諱
で
あ
る
「
濬
」
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
鮑
照
は
、
劉
義
慶
の
没
後
、
始

興
王
劉
濬
に
仕
え
た
時
期
も
あ
る
が
、
も
し
そ
の
頃
の
作
品
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
濬
」
字
は
使
わ
れ
な
い
筈
で
あ
る
。

　

当
時
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
避
諱
の
方
法
と
し
て
、
別
字
に
置
き
換
え
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ（

6
）る

。
し
か

し
、「
蕪
城
賦
」
の
現
存
諸
本
で
は
、
別
字
に
作
る
例
は
見
当
た
ら
な
か
っ（

7
）た

。
こ
の
こ
と
は
、
や
は
り
本
作
の
制
作
を
始
興
王
幕
下
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時
と
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
皇
祖
や
皇
帝
の
避
諱
に
つ
い
て
は
す
で
に
贅
言
を
要
さ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
皇
子
の
諱
字
の
扱
わ
れ
方
に
つ
い
て
は
、

一
応
の
確
認
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
Ⅴ
説
を
採
用
し
た
場
合
、
直
接
仕
え
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
劉
濬
は
す
で
に
始
興
王
に
封
ぜ
ら

れ
（
元
嘉
十
三
年
）、
揚
州
刺
史
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
皇
子
の
諱
字
に
対
す
る
配
慮
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な

使
用
例
が
あ
っ
た
。
顔
延
之
「
赭
白
馬
賦
」（『
文
選
』
巻
十
四
）
の
「
揔
六
服
以
收
賢
、
掩
七
戎
而
得
駿0

」
句
に
、「
駿
」
字
が
用
い

ら
れ
て
い
る
（
元
嘉
十
七
年
の
作
）。
当
時
の
武
陵
王
劉
駿
（
後
の
孝
武
帝
）
は
、
南
豫
州
刺
史
で
あ
っ
た
。
こ
の
例
か
ら
、
直
接
の

主
従
関
係
に
な
け
れ
ば
、
皇
子
の
諱
字
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　
　

「
白
楊
早
落
」「
塞
草
前
衰
」「
稜
稜
霜
氣
」
…
「
蕪
城
賦
」
後
半
に
は
、
そ
の
季
節
が
冬
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
現
が
散
見
す
る
。

例
え
ば
、「
白
楊
」
は
、
ヤ
ナ
ギ
科
の
落
葉
高
木
で
あ
り
、
葉
は
秋
に
黄
色
に
変
色
し
て
落
ち
始
め
る
。
本
作
で
は
「
早
落
」
と
あ
り
、

す
で
に
葉
を
落
と
し
き
っ
た
冬
の
状
態
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い（

8
）る

。

　

ま
た
、「
塞
草
前
衰
」
句
に
つ
い
て
、
李
善
注
は
李
陵
「
答
蘇
武
書
」（『
文
選
』
巻
四
十
一
）
に
「
涼
秋
九
月
、
塞
外
草
衰
」
と
あ

る
の
を
引
く
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
句
は
一
見
す
る
と
晩
秋
九
月
を
示
す
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、「
答
蘇
武
書
」
の
こ
の
箇
所
が
北

方
匈
奴
特
有
の
気
候
風
土
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
草
が
枯
れ
る
時
期
は
、
長
城
以
北
（「
答
蘇
武
書
」）

で
は
「
涼
秋
九
月
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
江
北
広
陵
（「
蕪
城
賦
」）
で
は
、
そ
れ
以
降
に
ず
れ
込
ま
せ
て
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、「
稜
稜
霜
氣
」
に
対
す
る
李
善
注
が
、
こ
れ
を
「
嚴
冬
之
貌
」
と
ま
で
断
言
し
て
い
る
こ
と
は
、
以
上
の
よ
う
な
筆
者
の

推
定
を
有
力
に
支
持
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
蕪
城
賦
」
後
半
の
季
節
描
写
を
論
じ
た
の
は
、
次
の
史
実
と
考
え
合
わ
せ
た
時
、
従
来
の
編
年
説
で
は
、
矛
盾
が
生

じ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
次
に
列
挙
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
年
説
に
お
い
て
本
作
の
撰
述
動
機
と
さ
れ
る
事
件
で
あ
る
。

　
　

Ⅳ
説
…
元
嘉
二
十
八
年
二
月
、
一
時
的
に
瓜
歩
山
ま
で
進
出
し
て
い
た
北
魏
軍
が
退
却
。
解
厳
。
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Ⅲ
説
…
元
嘉
三
十
年
二
月
、
太
子
劭
と
始
興
王
濬
に
対
す
る
廃
太
子
及
び
賜
死
の
決
定
。
同
月
、
文
帝
弑
逆
事
件
。

　
　

Ⅱ
説
…
大
明
三
年
七
月
、
沈
慶
之
、
竟
陵
王
誕
の
乱
を
鎮
圧
。

　
　

Ⅰ
説
…
大
明
六
年
七
月
、
臨
海
王
劉
子
頊
、
荊
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
江
陵
に
赴
任
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
冬
に
起
き
た
事
件
は
ひ
と
つ
も
な
い
の
で
あ（

9
）る

。
こ
れ
ら
諸
説
に
対
し
、
本
作
が
冬
の
作
だ
と
し
た
場
合
に
整
合

性
が
生
じ
る
の
は
、
元
嘉
十
七
年
説
だ
け
で
あ
る
。
と
言
う
の
も
、
劉
義
慶
が
南
兗
州
刺
史
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
、
ま
さ
に
元
嘉
十
七

年
冬
十
月
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る

）
10
（

。

　
　

「
出
入
三
代
五
百
餘
載
」
…
ま
ず
、
漢
〜
六
朝
期
広
陵
の
位
置
的
変
遷
の
有
無
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

文
献
資
料
よ
り
も
、
考
古
学
的
調
査
を
踏
ま
え
て
考
証
す
る
の
が
有
効
で
あ
ろ
う
。
一
九
七
八
年
に
行
わ
れ
た
揚
州
古
城
発
掘
調
査

）
11
（

に

拠
れ
ば
、
漢
代
の
堆
積
層
（
第
二
層
）
の
上
層
（
第
三
層
）
か
ら
、
一
部
に
磚
築
を
用
い
た
城
壁
跡
と
磚
甓
で
舗
装
さ
れ
た
路
面
が
出

土
し
た
と
い
う
。
就
中
、
東
晋
桓
温
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
「
北
門
磚
」
の
発
見
は
、
晋
代
広
陵
が
漢
代
遺
構
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

た
こ
と
を
示
す
有
力
な
物
証
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
考
古
学
的
に
見
た
漢
代
広
陵
と
六
朝
期
広
陵
は
、
ほ
ぼ
同
一
地
点
に
重
な
る
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る

）
12
（

。

　

さ
て
、
以
上
の
位
置
関
係
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
三
代
五
百
餘
載
」
の
問
題
を
検
討
し
よ
う
。「
蕪
城
賦
」
の
前
半
部
分
に
相
当
す
る

全
盛
時
の
描
写
は
、
次
の
よ
う
に
締
め
括
ら
れ
る
。「
觀
基
扃
之
固
護
、
將
萬
祀
而
一
君
。
出
入
三
代
五
百
餘
載
、
竟
瓜
割
而
豆
分
（
基

扃
の
固
護
を
観
る
に
、
将
に
万
祀
に
し
て
一
君
な
ら
ん
と
す
。
出
入
す
る
こ
と
三
代
五
百
餘
載
、
竟
に
瓜
の
ご
と
く
割
れ
豆
の
ご
と
く

分
か
る
）」。
す
な
わ
ち
、
万
代
に
わ
た
っ
て
繁
栄
す
る
か
に
見
え
た
こ
の
都
市
も
、
三
代
五
百
餘
年
に
わ
た
る
消
長
を
経
て
、
瓜
の
よ

う
に
割
れ
、
豆
の
よ
う
に
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
続
く
後
半
部
分
で
は
、
無
残
に
も
荒
れ

果
て
た
廃
墟
の
描
写
が
展
開
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
李
善
注
を
は
じ
め
と
す
る
従
来
の
諸
注
釈
は
、「
三
代
」・「
五
百
餘
載
」
を
、
漢
か
ら
魏
（
呉
）、
そ
し
て
晋
ま
で
の
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三
王
朝
、
五
百
餘
年
間
と
解

釈
す
る
。
こ
れ
は
前
漢
の
呉

王
劉
濞
に
着
目
し
、
そ
の
時
代

（
呉
楚
七
国
の
乱
の
挙
兵
は
前

一
五
四
）
を
「
五
百
餘
載
」
の

起
点
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
五
百
年
後
は
、
東
晋
期
に
当

た
る
。
そ
の
点
で
は
従
来
の
解

釈
に
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、

問
題
は
そ
う
し
た
王
朝
名
の
比

定
で
片
付
け
ら
れ
る
わ
け
で
は

な
い
。
よ
り
重
要
な
点
は
、
な

ぜ
「
出
入

）
13
（

」
の
期
間
と
し
て

「
五
百
餘
載
」
と
い
う
数
値
を

設
定
し
た
の
か
と
い
う
疑
問
の

解
明
で
あ
る
。

右
の
表

）
14
（

は
、
漢
〜
宋
ま
で
の
広
陵
の
沿
革
を
年
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
は
、
戦
災
に
よ
っ
て
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
時
期
か

ら
、
本
作
の
編
年
が
推
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
視
点
を
変
え
て
、
広
陵
の
修
築
に
着
目
し
た
。

　

呉
王
濞
挙
兵
の
直
接
的
原
因
は
、
諸
王
の
勢
力
拡
大
を
憂
え
た
御
史
大
夫
鼂
錯
の
削
地
政
策
に
対
す
る
反
発
で
あ
っ
て
、
広
陵
を
国

王　

朝

年
号
（
西
暦
）

事　
　
　
　
　

項

年
数

前
漢
景
帝

　
　
　
前
三
年
（
前
154
）

呉
王
劉
濞
、
広
陵
に
て
挙
兵
（
呉
楚
七
国
の
乱
）。

0

東
晋
廃
帝

　
　

安
帝

宋　

文
帝

　
　
　

太
和
四
年
（
369
）

　
　
　

隆
安
五
年
（
401
）

　
　
　

元
嘉
八
年
（
431
）

桓
温
に
よ
る
修
築
。

孫
恩
の
乱
。
廬
循
、
広
陵
を
陥
落
せ
し
む
。

広
陵
を
南
兗
州
治
と
す
る
。

　
　

Ⅴ
元
嘉
十
七
年
（
440
）
説
（
筆
者
）

522554584593

　

孝
武
帝

　

元
嘉
二
十
四
年
（
447
）

　

元
嘉
二
十
七
年
（
450
）

　
　
　

大
明
二
年
（
458
）

　
　
　

大
明
三
年
（
459
）

徐
湛
之
に
よ
る
修
築
。

北
魏
侵
攻
。

　
　

Ⅳ
元
嘉
二
十
八
年
（
451
）
説
（
丁
福
林
）

　
　

Ⅲ
元
嘉
三
十
年
（
453
）
説
（
曹
道
衡
）

竟
陵
王
劉
誕
に
よ
る
修
築
。

竟
陵
王
の
乱

　
　

Ⅱ
大
明
三
年
（
459
）
説
（
何
焯
・
銭
仲
聯
）

　
　

Ⅰ
大
明
六
年
（
462
）
説
（
五
臣
注
）

600603604606611612612615
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都
と
す
る
呉
国
の
繁
栄
が
ピ
ー
ク
に
達
し
て
い
た
の
は
挙
兵
直
前
と
見
て
良
い

）
15
（

。
そ
こ
で
、
こ
の
年
（
前
一
五
四
）
を
基
準
（
０
年
）

と
し
て
計
算
す
る
と
、
桓
温
に
よ
る
修
築
ま
で
五
二
二
年
、
こ
れ
に
対
し
て
徐
湛
之
ま
で
は
六
〇
〇
年
、
竟
陵
王
誕
の
場
合
は
六
一
一

年
を
数
え
る
。
こ
れ
は
動
か
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
ひ
と
つ
の
分
水
嶺
と
し
て
注
目
し
た
い
の
は
、
元
嘉
二
十
四
年
の
徐
湛
之
に
よ
る
修
築
の
記
事
で
あ
る
。

　
　

二
十
四
年
、
服 

闋を
は

り
、
中
書
令
に
転
じ
、
太
子
詹
事
を
領
す
。
出
で
て
前
軍
将
軍
・
南
兗
州
刺
史
と
為
る
。
政
を
為
す
に
善
く
、

威
恵 

並
び
に
行
は
る
。
広
陵
城 

旧も

と
高
楼
有
り
、
湛
之 

更
に
修
整
を
加
へ
、
南
の
か
た
鍾
山
を
望
む
。
城
北
に
陂
沢
有
り
、
水
物 

豊
盛
た
り
。
湛
之 

更
に
風
亭
・
月
観
・
吹
臺
・
琴
室
を
起
こ
し
、
果
竹 

繁
茂
し
、
花
薬 

成
行
し
、
文
士
を
招
集
し
、
遊
玩
の
適
を

尽
く
す
こ
と
、
一
時
の
盛
ん
な
り

）
16
（

。 

（『
宋
書
』
徐
湛
之
伝
）

　

徐
湛
之
は
宋
高
祖
劉
裕
の
外
孫
に
当
た
る
貴
公
子
（
母
は
文
帝
の
姉
会
稽
公
主
）
で
あ
る
。
元
嘉
二
十
四
年
、
南
兗
州
刺
史
と
な
る

や
、
そ
の
財
力
を
も
っ
て
楼
閣
や
園
池
等
を
起
工
し
、
ま
た
文
壇
を
主
催
し
て
楽
し
み
耽
っ
た
と
い
う
。

　

右
の
記
事
か
ら
察
す
る
限
り
、
あ
た
か
も
「
全
盛
之
時
」
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
繁
栄
ぶ
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
呉
王
濞
の
滅
亡
か
ら

数
え
て
ち
ょ
う
ど
六
〇
〇
年
後
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
広
陵
は
、
こ
の
束
の
間
の
殷
賑
か
ら
わ
ず
か
三
年
後
に
北
魏
の
侵
攻
を

受
け
、
文
帝
の
焦
土
作
戦
に
よ
る
壊
滅
と
い
う
事
態
に
見
舞
わ
れ
る

）
17
（

。
も
し
仮
に
「
蕪
城
賦
」
本
文
が
「
六
百
餘
載
」
に
作
る
な
ら
ば
、

確
実
に
元
嘉
二
十
四
年
以
後
の
作
品
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
そ
の
よ
う
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
だ
と
す
れ
ば
、「
蕪
城
賦
」
は
元
嘉
二
十
四
年
以
前
に
制
作
さ
れ
た
作
品
と
考
え
る
方
が
妥
当
の
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
蕪

城
賦
」
は
「
全
盛
」
以
後
の
「
衰
退
と
再
建
（
出
入
）」
の
時
期
を
「
三
代
五
百
餘
載
」
ま
で
と
し
、
そ
れ
以
降
を
「
瓜
の
ご
と
く
割

れ
豆
の
ご
と
く
分
か
」
れ
た
廃
墟
と
し
て
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
元
嘉
二
十
四
年
以
後
と
す
る
編
年
説
で
は
、
徐
湛
之
時
代
の

繁
栄
と
そ
の
後
の
滅
亡
と
い
う
急
転
直
下
の
劇
的
な
悲
運
を
、
鮑
照
が
無
視
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

「
五
百
餘
載
」
は
、
文
字
通
り
に
解
す
れ
ば
、
桓
温
の
修
築
を
含
む
期
間
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
筆
者
が
調
査
し
た
限
り
で
は
、
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元
嘉
十
七
年
ま
で
に
桓
温
以
上
の
大
規
模
な
修
築
が
行
わ
れ
た
記
録
は
な
く
、
劉
義
慶
に
随
従
し
て
当
地
に
赴
任
し
た
鮑
照
が
見
た
の

は
、
桓
温
広
陵
城
で
あ
っ
た
公
算
が
高
い
。
つ
ま
り
、
呉
王
濞
か
ら
数
え
て
「
五
百
餘
載
」
＋
桓
温
の
修
築
後
七
十
一
年
を
経
た
広
陵

城
で
あ
る
。
な
ぜ
「
五
百
餘
載
」
と
い
う
期
間
が
設
定
さ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
Ⅴ
説
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
説

明
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
鮑
照
が
眼
前
の
桓
温
広
陵
城
の
沿
革
を
辿
っ
た
結
果
、
と
推
定
さ
れ
る

）
18
（

。

　

以
上
、「
蕪
城
賦
」
本
文
に
拠
り
つ
つ
、
本
作
が
元
嘉
十
七
年
の
作
で
あ
る
こ
と
の
検
証
を
終
え
た

）
19
（

。
が
、
こ
の
説
の
最
大
の
疑
問
は
、

な
ぜ
鮑
照
が
、
か
く
も
徹
底
的
に
荒
れ
果
て
た
廃
墟
と
し
て
広
陵
を
描
い
た
か
、
と
い
う
点
に
尽
き
る
。
思
う
に
、
新
た
な
赴
任
地
で

の
作
に
し
て
は
、
そ
の
感
傷
的
な
口
振
り
と
は
裏
腹
に
、
そ
こ
を
治
め
る
劉
義
慶
や
広
陵
土
着
の
郷
党
に
対
す
る
配
慮
に
欠
け
た
、
あ

ま
り
に
も
冷
厳
酷
薄
な
執
筆
態
度
で
あ
る
。
鮑
照
が
訪
れ
た
と
き
の
広
陵
の
状
態
は
、
現
在
の
我
々
に
は
最
早
知
る
よ
し
も
な
い
。
賦

後
半
が
実
景
で
な
い
可
能
性
も
充
分
に
孕
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う

）
20
（

。
判
っ
て
い
る
の
は
、
鮑
照
が
そ
の
よ
う
に
描
い
た
と
い
う
事
実
だ
け

で
あ
る
。
我
々
と
し
て
は
、
こ
れ
を
単
な
る
虚
構
と
す
る
安
易
な
解
決
策
を
採
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
次
に
廃
墟
や
遺
蹟

を
詠
じ
る
一
連
の
文
学
作
品
と
の
比
較
を
通
し
て
、
鮑
照
の
撰
述
意
図
を
跡
づ
け
る
端
緒
を
つ
か
み
た
い
と
思
う
。

三　

廃
墟
の
文
学
史
と
「
蕪
城
賦
」
の
構
想

　

廃
墟
や
遺
蹟
を
描
い
た
漢
魏
以
来
の
文
学
作
品

）
21
（

に
は
、
滅
亡
の
原
因
に
対
す
る
批
判
と
反
省
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
が
あ
る
。
廃
墟

の
文
学
史
の
中
で
も
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
、
そ
の
傾
向
は
見
ら
れ
る
。

　
　

其
の
後 

箕
子 

周
に
朝
し
、
故も

と

の
殷
虚
に
過よ

ぎ
り
、
宮
室
の
毀
壊
せ
ら
れ
、
禾
黍
を
生
ず
る
に
感
ず
。
箕
子 

こ
れ
を
傷
み
、
哭

　
　

さ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
則
ち
可
な
ら
ず
、
泣
か
ん
と
欲
す
れ
ど
も
其
れ
婦
人
に
近
く
、
乃
ち
麦
秀
の
詩
を
作
り
て
以
て
こ
れ
を
歌
詠

　
　

す
。
其
の
詩
に
曰
く
、「
麦
秀 

漸
漸
た
り
、
禾
黍 

油
油
た
り
。
彼
の
狡
僮
、
我
と
好
か
ら
ず
」
と
。
謂
ふ
所
の
狡
童
な
る
者
は
、
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紂
な
り
。
殷
の
民 

こ
れ
を
聞
き
、
皆 

為
に
流
涕
す

）
22
（

。 

（『
史
記
』
宋
微
子
世
家
）

　

殷
の
旧
臣
箕
子
が
「
哭
」
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
現
体
制
た
る
周
王
朝
に
対
す
る
遠
慮
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
箕
子
は
「
麦

秀
」
の
詩
を
詠
じ
る
の
で
あ
る
が
、『
史
記
』
で
は
詩
中
の
「
狡
童
」
を
殷
王
朝
を
自
滅
に
導
い
た
紂
王
で
あ
る
と
し
、
そ
の
非
難
を

盛
り
込
ん
だ
作
品
と
解
釈
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
時
代
は
下
っ
て
東
晋
末
の
顔
延
之
「
北
使
洛

）
23
（

」
詩
に
も

　
　

前
登
陽
城
路　

日
夕
望
三
川　
　

前す
す

み
て
陽
城
の
路
に
登
り
、　

日
夕 

三
川
を
望
む
。

　
　

在
昔
輟
期
運　

經
始
闊
聖
賢　
　

在む

か

し昔 

期
運
を
輟
し
、
経
始
す
る
も
聖
賢
を
闊む

な

し
く
す
。

　
　

伊
穀
絕
津
濟　

臺
館
無
尺
椽　
　

伊
穀 

津
済 

絶
え
、
臺
館 

尺
椽
無
し
。

　
　

宮
陛
多
巢
穴　

城
闕
生
雲
煙　
　

宮
陛 

巣
穴
多
く
、
城
闕 

雲
煙
を
生
ず
。 

（『
文
選
』
巻
二
十
七
）

と
、「
聖
賢
」
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
西
晋
の
失
政
を
詠
じ
る
く
だ
り
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
鮑
照
「
蕪
城
賦
」
は
、
廃
墟
を
描
く
と
い
う
点
で
は
こ
れ
ら
の
系
列
に
連
な
る
も
の
の
、「
麦
秀
」
詩
や
「
北
使

洛
」
詩
等
、
滅
亡
の
原
因
を
追
究
す
る
作
品
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。「
蕪
城
賦
」
で
は
、
過
去
の
栄
光
を
回
想
し
た
後
、「
天
道 

如
何
ぞ
、
恨
み
を
呑
む
者
多
し
」
と
、「
恨
」
み
を
「
呑
」
み
こ
ん
で
眠
る
者
た
ち
へ
の
ひ
た
す
ら
な
哀
惜
を
詠
じ
る
の
み
で
あ
っ
て
、

荒
廃
す
る
に
至
っ
た
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
一
切
口
を
つ
ぐ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
天
道
如
何
」
と
い
う
句
は
、
一
見
す
る
と
達
観
や
諦
観
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
も
し
も
呉
王
劉
濞
＝
劉
義
慶
、
漢
室
＝
宋

室
と
い
う
比
定
が
成
り
立
つ
な
ら
ば
（
第
四
節
に
後
述
）、
巧
み
に
責
任
問
題
の
追
及
を
回
避
し
た
世
俗
的
政
治
的
発
言
と
し
て
の
側

面
が
認
め
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
呉
王
濞
（
＝
劉
義
慶
）
に
責
を
負
わ
せ
な
い
と
す
れ
ば
、
漢
室
（
＝
宋
室
及
び
廷
臣
）
を
指
弾
せ

ざ
る
を
得
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
鮑
照
は
「
天
道
」
に
問
い
か
け
る

）
24
（

こ
と
に
よ
っ
て
、
い
づ
れ
の
罪
も
問
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
と
密
接
に
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
表
現
面
に
お
い
て
も
「
蕪
城
賦
」
は
特
異
な
点
が
あ
る
。
従
来
の
辞
賦
作
品
で
は
、

廃
墟
を
歌
枕
と
し
て
、
そ
こ
に
関
連
深
い
人
物
を
詠
み
込
ん
で
お
り
、
ま
た
、
そ
の
人
物
と
故
事
に
作
者
の
境
遇
や
心
情
が
投
影
さ
れ

る
。
賦
と
い
う
も
の
が
具
体
的
事
物
を
敷
陳
し
て
ゆ
く
手
法
を
採
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
普
通
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、

後
漢
期
の
代
表
的
な
紀
行
賦
で
あ
る
曹
大
家
「
東
征
賦
」
を
挙
げ
よ
う
。
目
的
地
の
陳
留
郡
長
垣
県
（
河
南
省
）
に
到
着
し
た
彼
女
が

目
に
し
た
の
は
、
荊
棘
の
生
い
茂
る
「
蒲
城
」
の
廃
墟
と
蘧
伯
玉
の
塚
で
あ
っ
た
。

　
　

蒲
城
の
丘
墟
を
睹
れ
ば
、
荊
棘
の
榛
榛
た
る
を
生
ず
。
惕
と
し
て
覚
寤
し
て
顧
み
て
問
ひ
、
子
路
の
威
神
を
想
ふ
。
衛
人 

其
の

　
　

勇
義
を
嘉
し
、
今
に
訖
る
も
称
す
と
云
ふ
。
蘧
氏 

城
の
東
南
に
在
り
、
民 

亦
た
其
の
丘
墳
を
尚
ぶ
。
唯
だ
令
徳
は
不
朽
を
為
し
、

　
　

身 

既
に
没
す
る
も 

名 
存
す
。
惟
れ
経
典
の
美よ

み

す
る
所
、
道
徳
と
仁
賢
と
を
貴
ぶ

）
25
（

。 

（『
文
選
』
巻
九
）

　

こ
こ
で
彼
女
が
廃
墟
を
詠
じ
た
の
は
、
息
子
の
左
遷
と
い
う
失
意
の
境
遇
の
中
で
、
当
地
に
所
縁
の
深
い
子
路
と
蘧
伯
玉
と
に
処
世

の
規
範
を
求
め
、
一
地
方
官
の
母
と
し
て
新
生
活
の
抱
負
を
詠
み
起
こ
す
た
め
で
あ
る
。

　

他
に
も
、
荊
州
に
乱
を
避
け
た
王
粲
「
登
楼
賦
」（『
文
選
』
巻
十
一
）
中
に
、
楚
昭
王
や
范
蠡
（
共
に
敗
亡
の
身
か
ら
逆
転
劇
を
果

た
し
た
）
の
墳
墓
を
詠
み
込
ん
で
い
る
こ
と
や
、
長
安
令
と
し
て
赴
任
し
た
潘
岳
が
「
西
征
賦
」（『
文
選
』
巻
十
）
に
て
、
長
安
宮
殿

跡
を
詠
じ
る
際
に
、
漢
の
功
臣
を
列
挙
し
た
こ
と
も
、
同
様
の
手
法
と
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
「
蕪
城
賦
」
は
、
こ
れ
ら
先
行
作
品
と
比
べ
る
と
、
舞
台
が
広
陵
で
あ
る
こ
と
や
呉
王
劉
濞
の
こ
と
に
つ
い
て
、
異
常
と

さ
え
言
え
そ
う
な
ほ
ど
周
到
に
明
言
を
避
け
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

そ
れ
は
、
固
有
名
詞
の
寡
少
な
こ
と
に
表
わ
れ
て
い
る
。
冒
頭
の
「
蒼
梧
」・「
漲
海
」・「
鴈
門
」
等
は
具
体
的
地
名
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
は
中
国
全
体
の
広
さ
を
言
う
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
直
接
に
広
陵
と
い
う
都
市
が
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、

僅
か
に
「 

ひ

く
に
漕
渠
を
以
て
し
、
軸
す
る
に
崑
崗
を
以
て
す
（

以
漕
渠
、
軸
以
崑
崗
）」
の
二
句
だ
け
が
、
縦
横
に
走
る
運
河
と

こ
れ
に
囲
ま
れ
た
丘
陵
（「
崑
崗
」
＝
蜀
岡
）
と
い
う
広
陵
の
地
理
的
特
徴
を
示
唆
す
る
だ
け
で
あ
る
。
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ま
た
、
人
物
も
登
場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
鮑
照
に
僅
か
に
先
行
す
る
謝
霊
運
「
撰
征
賦
」
と
見
比
べ
て
み
れ
ば
、
一
層
判
然
と

す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　

高
堞
に
登
り
て
以
て
詳
覧
し
、
吳0

濞0

の
衰
盛
を
知
る
。
東
南
の
逆
気
を
戒
め
、
劉
后

0

0

の

聖
を
成
す
。
塩
鉄
の
殷
阜
に
藉よ

り
、
淮

　
　

楚
の
剽
軽
に
臨
む
。
几
杖
を
盛
ん
に
し
て
心
を
弭や

す

ん
ず
る
も
、
局
を
抵う

つ
に
怒
り
て
遂
に
争
ふ
。
爰
盎

0

0

の
禍
を
扶
く
る
に
忿
り
、

　
　

徒
い
た
づ
ら

に
家
令

0

0

を
傷
つ
く
る
を
惜
し
む
。
條
侯

0

0

の
忠
毅
に
匪
ず
ん
ば
、
将
に
七
国
の
正
を
陵し

の

ぐ
こ
と
あ
ら
ん
と
す
。
漢
藩
の
民
を
治

　
　

め
て
、
並
び
に
賢
を
訪
ね
て
以
て
明
を
招
く
を
褒
む
。
文
辯
を
侯ま

つ
に
其
れ
誰
か
在
ら
ん
、
曰
く
鄒
陽

0

0

と
枚
生

0

0

と
。
忠
に
拠
り
て

　
　

呉
朝
を
辞
し
、
義
を
執
り
て
梁
庭
に
説
く
。
高
才
を
兔
園
に
敷
き
、
正
言
す
と
雖
も
刑
を
免
る

）
26
（

。 

（『
宋
書
』
謝
霊
運
伝
）

　

右
は
、
彭
城
（
江
蘇
省
徐
州
市
）
に
向
か
う
途
上
、
広
陵
に
て
呉
王
濞
と
呉
楚
七
国
の
乱
の
こ
と
を
回
想
し
た
箇
所
で
あ
る
。「
吳

濞
」・「
劉
后
（
邦
）」・「
爰
盎
」・「
家
令
（
鼂
錯
）」・「
條
侯
（
周
亜
夫
）」・「
鄒
陽
」・「
枚
生
（
乗
）」
等
、
呉
楚
七
国
の
乱
を
め
ぐ
る

主
要
人
物
が
登
場
し
て
お
り
、
固
有
人
名
の
使
用
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
鮑
謝
の
作
風
の
違
い
は
明
白
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
論
じ
て
く
れ
ば
、「
蕪
城
」
と
は
一
体
何
か
、
と
い
う
根
源
的
な
問
い
が
生
じ
よ
う
。
む
ろ
ん
第
一
義
と
し
て
は
、
従
来

通
り
、
荒
「
蕪
」
し
た
「
城
」
と
い
う
解
釈
で
問
題
な
い
。
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
、
都
市
を
描
く
賦
題
に
は
「《
国
名
》
＋
都
」・

「《
方
向
名
詞
》
＋
都
／
京
」
等
は
あ
る

）
27
（

が
、「
蕪
城
賦
」
は
「《
形
容
詞
》
＋
城
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
賦
題
も
ま
た
直
接
に
広
陵
を
指
し

示
す
も
の
で
は
な
い
。
愚
考
す
る
と
こ
ろ
、「
蕪
」
は
「
無
」
と
同
音
で
あ
り
、
か
つ
字
形
の
中
に
こ
れ
を
含
む
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、「
蕪

城
」
と
は
「
無
城
」、
す
な
わ
ち
実
在
し
な
い
都
市
の
謂
い
で
は
あ
る
ま
い
か

）
28
（

。
こ
れ
は
憶
測
な
が
ら
、
上
述
の
比
較
結
果
か
ら
す
れ
ば
、

あ
な
が
ち
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

　

と
も
か
く
、
鮑
照
に
は
「
蕪
城
」
が
広
陵
で
あ
る
こ
と
を
仄
め
か
し
つ
つ
も
、
一
方
で
そ
れ
を
押
し
隠
そ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
あ
る
程
度
明
確
に
読
み
取
れ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
本
作
は
、
広
陵
が
舞
台
で
あ
る
こ
と
や
、
呉
王
濞
と
呉
楚
七
国
の
乱

の
こ
と
を
明
示
せ
ず
と
も
、
そ
れ
と
な
く
悟
ら
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
と
い
う
よ
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り
も
、
本
作
の
歯
が
ゆ
い
ば
か
り
の
隠
微
さ
、
婉
曲
さ
は
、
無
用
の
言
質
を
取
ら
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
る
か
の
如
く
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、「
蕪
城
賦
」
が
生
み
出
さ
れ
た
経
緯
に
は
、
何
か
た
だ
な
ら
ぬ
事
情
が
介
在
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
。

こ
の
問
題
は
、
従
来
の
よ
う
に
鮑
照
を
一
個
の
独
立
し
た
文
人
と
し
て
捉
え
る
限
り
は
解
決
す
る
ま
い

）
29
（

。
し
か
し
、
劉
義
慶
と
鮑
照
と

を
君
臣
一
体
と
し
て
考
え
れ
ば
、
比
較
的
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

四　

劉
義
慶
の
晩
年

劉
義
慶
が
南
兗
州
刺
史
に
転
任
し
た
背
景
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
元
嘉
十
七
年
十
月
、
義
慶
の
転
任
直
前
の
こ
の

時
期
に
、
宋
朝
の
そ
の
後
の
命
運
を
決
定
的
に
方
向
づ
け
る
政
争
が
起
こ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ま
で
文
帝
の
右
腕
と
し
て
輔
弼

の
大
任
に
当
た
っ
て
い
た
皇
弟
劉
義
康
の
失
脚
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
劉
湛
以
下
の
義
康
派
「
朋
党
」
の
粛
清
と
義
康
本
人
を
江
州

刺
史
と
し
て
左
遷
し
た
こ
と
で
あ
り
、
以
後
、
義
康
が
政
治
の
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
処
分
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
江

州
刺
史
で
あ
っ
た
義
慶
は
、
広
陵
へ
赴
任
す
る
こ
と
に
な
る
。
安
田
二
郎
氏
が
、
こ
の
「
義
康
事
件
」
の
政
治
史
的
意
義
と
し
て
、
藩

屏
で
あ
っ
た
筈
の
兄
弟
諸
王
が
文
帝
の
敵
対
物
に
転
じ
た
、
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
蓋
し
問
題
の
核
心
を
衝
い
た
も
の
で
あ
ろ

う
）
30
（

。
こ
の
事
件
を
境
に
、
文
帝
の
弟
王
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
の
勤
務
態
度
と
生
活
を
一
変
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た

）
31
（

。

　

義
慶
に
つ
い
て
も
、
こ
の
事
件
が
そ
の
後
の
身
の
処
し
方
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
、
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
が
、
こ
こ
で

注
意
し
た
い
の
は
、
義
慶
の
場
合
、
彼
が
他
な
ら
ぬ
広
陵
に
転
任
し
た
こ
と
自
体
に
、
鮑
照
を
し
て
渾
身
の
力
作
「
蕪
城
賦
」
を
製
作

せ
し
め
る
要
因
を
備
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
第
一
に
、
広
陵
と
い
う
都
市
の
持
つ
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
宋
朝
に
と
っ
て
広
陵
は
、
か
つ
て
高
祖
劉
裕
の
軍
事
的
基
盤
と

な
っ
た
「
北
府
軍
」
の
根
拠
地
で
あ
り
、
荊
州
江
陵
と
並
ぶ
東
西
の
雄
藩
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
義
慶
の
転
任
は
、
彼
が
文
帝
か
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ら
の
信
頼
を
未
だ
失
っ
て
い
な
い
と
も
解
釈
し
う
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
広
陵
は
軍
事
上
の
要
衝
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
し
ば
し
ば

王
朝
を
脅
か
す
「
内
患
」
の
温
床
と
も
な
る
。
後
の
竟
陵
王
誕
が
ま
さ
し
く
こ
れ
に
当
た
る
が
、
間
近
く
は
、
文
帝
の
治
世
初
期
に
こ

の
地
に
拠
っ
た
檀
道
済
が
あ
る
。
さ
ら
に
東
晋
に
遡
れ
ば
、
桓
温
も
晋
朝
を
一
時
的
に
牛
耳
っ
た
奸
雄
で
あ
る
。
そ
う
し
た
「
内
患
」

の
歴
史
の
中
で
、
時
間
的
に
も
規
模
か
ら
見
て
も
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
前
漢
の
呉
王
劉
濞
な
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
広
陵
と
い
う
都
市
は
、
春
秋
の
頃
に
呉
王
夫
差
が
邗
江
に
築
い
た
城
（『
左
伝
』
哀
公
九
年
）
を
嚆
矢
と
す
る
が
、
六
朝

諸
家
の
記
録
に
拠
れ
ば
、
む
し
ろ
呉
王
濞
の
築
い
た
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
呉
国
に
封
ぜ
ら
れ
た
彼
の
王
都
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
蕪
城
賦
」

李
善
注
は
「
郡
城
、
呉
王
濞
の
築
く
所

な
り
（
郡
城
、
吳
王
濞
所
築
）
」
と
い
う

王
逸
『
広
陵
郡
図
経
』
を
引
く
。
そ
の

他
、「
徐
広 

曰
く
、
荊
王
劉
賈 

呉
に
都

し
、
呉
王 

広
陵
に
移
る
な
り
（
徐
廣
曰
、

荊
王
劉
賈
都
吳
、
吳
王
移
廣
陵
也
）
」（『
史

記
』
呉
王
濞
列
伝
・
裴
駰
『
史
記
集

解
』）、「
呉
王
濞
の
都
す
る
所
、
城
周

は
十
四
里
半
（
吳
王
濞
所
都
、
城
周
十
四

里
半
）
」（『
後
漢
書
』
郡
国
志
・
劉
昭
注
）、

「
高
祖
六
年 

荊
国
と
為
り
、
十
一
年 

呉

城
と
為
る
。
即
ち
呉
王
濞
の
築
く
所
な

【
漢
宋
劉
氏
略
系
図
】

漢

太
公

啓
之（
景
帝
）

劉
翹

劭（
太
子
）

濬（
始
興
王
）

宋

劉
邦（
高
祖
）
 

劉
仲（
代
王
）

劉
裕（
高
祖
）
 

劉
道
規

濞（
呉
王
）

盈
之（
恵
帝
）

恆
之（
文
帝
）

義
隆（
文
帝
）

義
符（
少
帝
）

義
慶
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り
（
高
祖
六
年
爲
荊
國
、
十
一
年
爲
吳
城
。

吳
王
濞
所
築
也
）
」（『
水
経
注
』
巻
三
十 

淮
水
）。
こ
れ
ら
は
全
て
、
広
陵
が
呉
王
濞
の
イ
メ
ー

ジ
を
色
濃
く
漂
わ
せ
た
都
市
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、
証
言
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
節
所
掲
の
謝
霊
運
「
撰
征
賦
」
も
そ
の
一
証

左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
の
事
実
と
し
て
、
呉
王
濞
と
義
慶
の
系
図
上
の
相
似
を
挙
げ
た
い
。
上
図
は
、
漢
と
宋
そ
れ
ぞ
れ
の
劉
氏
の
略
系
図
で
あ
る

）
32
（

。

濞
は
劉
邦
の
兄
仲
の
子
で
あ
り
、
漢
の
文
帝
の
従
兄
弟
に
当
た
る
。
義
慶
も
ま
た
裕
の
弟
道
規
の
子
（
養
子
。
実
父
の
道
憐
も
裕
の
弟
）

で
あ
り
、
宋
の
文
帝
の
従
兄
弟
で
あ
る
。
劉
仲
が
邦
の
兄
、
道
規
が
裕
の
弟
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
両
者
は
鏡
像
の
如
く
酷
似
し
て

い
る
。
ま
た
、
宋
室
が
漢
の
末
裔
を
称
し
た
こ
と
は
、
こ
の
系
図
上
の
相
似
を
人
々
が
想
起
す
る
こ
と
を
、
一
層
容
易
な
ら
し
め
た
で

あ
ろ
う

）
33
（

。

　

こ
れ
ら
は
、
個
別
に
見
れ
ば
偶
然
の
一
致
と
も
言
え
る
、
取
る
に
足
ら
な
い
瑣
末
な
事
柄
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
こ
の
種
の
「
偶

然
」
を
こ
と
の
ほ
か
喜
ぶ
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
第
三
に
、
当
時
の
揶
揄
の
風
潮
を
示
す
事
例
を
挙
げ
る
。

Ａ
．
時
に
尚
書
令
傅
亮 

自
ら
以お

も

へ
ら
く 
文
義
の
美
は
、
一
時
に
及
ぶ
も
の
莫
し
と
。
延
之 

其
の
才
辞
を
負た

の

み
、
之
が
為
に
下
ら

ず
、
亮 

甚
だ
焉こ

れ

を
疾に

く

む
。
廬
陵
王
義
真 
頗
る
辞
義
を
好
み
、
待
接 

甚
だ
厚
く
、
徐
羨
之
等 

延
之 

同
異
を
為
す
か
と
疑
ひ
、

意 

甚
だ
悦
ば
ず
。
少
帝 

即
位
し
、
以
て
正
員
郎
と
為
し
、
中
書
を
兼
ね
し
む
。
尋
ひ
で
員
外
常
侍
に
徙
り
、
出
で
て
始
安
太

守
と
為
る
。
領
軍
将
軍
謝
晦 

延
之
に
謂
ひ
て
曰
く
「
昔 

荀
勗 

阮
咸
を
忌
み
、
斥
け
て
始
平
郡
と
為
す
。
今 

卿 

又
た
始
安
と

為
る
。
二
始
と
謂
ふ
べ
し
」
と

）
34
（

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
宋
書
』
顔
延
之
伝
）

Ｂ
．
脩
之 

州
主
簿
よ
り
司
徒
従
事
中
郎
に
遷
る
。
文
帝 

謂
ひ
て
曰
く
「
卿
の
曾
祖 

昔 

王
導
丞
相
の
中
郎
と
為
り
、
卿 

今 

又
た

王
弘
の
中
郎
と
為
る
。
爾
の
祖
を

忝
は
づ
か
し

め
ず
と
謂
ふ
べ
し
」
と

）
35
（

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（『
宋
書
』
朱
脩
之
伝
）

Ｃ
．（
謝
晦
）
初
め
荊
州
と
為
り
、
甚
だ
自
矜
の
色
有
り
。
将
に
鎮
に
之ゆ

か
ん
と
す
る
に
、
従
叔
の
光
禄
大
夫
澹
に
詣
り
別
る
。
澹 

晦
の
年
を
問
ふ
。
晦 

答
へ
て
曰
く
「
三
十
五
」
と
。
澹 

笑
ひ
て
曰
く
「
昔 
荀
中
郎
（
羨
） 

年
二
十
七
に
し
て
北
府
都
督
と
為
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鮑
照
「
蕪
城
賦
」
編
年
考

る
。
卿 

こ
れ
に
比
す
れ
ば
、
已
に
老
い
為た

り
」
と
。
晦 

愧
づ
る
色
有

）
36
（

り
。 

（『
宋
書
』
謝
晦
伝
）

　

Ａ
は
、
徐
羨
之
ら
に
疎
ま
れ
て
始
安
太
守
に
遷
さ
れ
た
顔
延
之
（
三
八
四
〜
四
五
六
）
に
対
し
て
、
西
晋
の
頃
に
同
様
の
事
情
で

始
平
郡
の
太
守
と
な
っ
た
阮
咸
の
故
事
を
重
ね
て
「
二
始
」
と
言
っ
た
も
の
。
Ｂ
は
、
朱
脩
之
が
文
帝
の
寵
臣
王
弘
（
三
七
九
〜

四
三
二
）
の
幕
僚
と
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
そ
の
曾
祖
父
（
朱
燾
）
が
東
晋
の
名
宰
相
王
導
（
二
七
六
〜
三
三
九
）
に
仕
え
た
こ
と

を
持
ち
出
し
て
「
先
祖
の
名
に
恥
じ
な
い
」
と
し
た
も
の
。
Ｃ
は
荊
州
刺
史
と
な
っ
た
こ
と
に
有
頂
天
に
な
っ
て
い
た
謝
晦
（
三
九
〇

〜
四
二
六
）
に
、
さ
ら
に
若
く
し
て
北
府
都
督
と
な
っ
た
荀
羨
（「
中
郎
」。
三
二
二
〜
三
五
九
）
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
冷
や

水
を
浴
び
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ひ
と
く
ち
に
揶
揄
と
言
っ
て
も
そ
の
形
は
様
々
で
あ
る
が
、
右
の
事
例
が
全
て
、
転
任
の
際
に
過
去
の
著
名
人
を
引
き
合
い
に
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
点
に
注
目
さ
れ
た
い
。
史
書
等
に
は
、
義
慶
が
右
の
類
の
揶
揄
を
受
け
た
と
い
う
直
接
的
記
述
は
見

当
た
ら
な
い
が
、
以
上
の
事
例
か
ら
推
し
て
、
そ
れ
は
充
分
に
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
場
合
、
餘
人
な
ら
ぬ
「
呉
王
劉

濞
」
に
比
定
さ
れ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
を
要
す
る
に
、
文
帝
と
諸
王
と
の
間
に
隙
を
生
じ
た
元
嘉
十
七
年
現
在
、
義
慶
は
、
周
囲
か
ら
呉
王
劉
濞
の
影
を
二
重
映
し
に

さ
れ
る
こ
と
を
、
否
応
な
く
意
識
さ
せ
ら
れ
る
状
況
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
状
況
下
に
お
い
て
制
作
さ
れ
た
「
蕪
城
賦
」

が
、
単
に
鮑
照
の
個
人
的
感
懐
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
如
上
の
揶
揄
の
風
潮
を
意
識
し
た
対

抗
策
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
作
の
撰
述
意
図
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
前
節

ま
で
に
論
じ
た
本
作
の
特
徴
に
、
一
応
の
説
明
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

筆
者
は
、
前
節
に
お
い
て
「
蕪
城
賦
」
が
滅
亡
の
原
因
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
作
が
、
文
帝
以
下
、
建

康
の
廷
臣
た
ち
ま
で
も
読
者
と
す
る
こ
と
を
狙
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
然
す
ぎ
る
ほ
ど
当
然
な
政
治
的
配
慮
で
あ
る
。
ま
た
、
呉
王
劉
濞

＝
劉
義
慶
と
比
定
す
る
側
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
本
作
が
広
陵
を
舞
台
と
し
て
、
そ
の
興
亡
を
描
く
も
の
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
は
、
造
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鮑
照
「
蕪
城
賦
」
編
年
考

作
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
日
常
的
に
右
掲
の
揶
揄
を
や
り
と
り
し
て
い
る
劉
宋
貴
族
社
交
界
は
、
そ
の
有
力
な
候
補
な
の
で
あ
る

）
37
（

。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
、「
蕪
城
賦
」
が
広
陵
を
荒
廃
し
た
無
人
の
廃
墟
と
し
て
詠
じ
た
意
義
を
推
定
す
る
な
ら
ば
、
文
帝
以

下
の
貴
族
社
交
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
一
種
の
人
物
批
評
に
対
し
て
、
こ
れ
を
巧
み
に
受
け
流
そ
う
と
す
る
文
学
的
釈
明
で
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。「
蕪
城
賦
」
は
、
広
陵
の
「
全
盛
」
期
と
そ
の
夢
の
跡
を
丸
ご
と
切
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
呉
王
濞

の
よ
う
な
栄
耀
栄
華
も
「
千
齡
」・「
萬
代
」（「
蕪
城
之
歌
」）
の
後
に
は
一
切
が
消
え
失
せ
る
の
だ
、
と
い
う
虚
し
い
結
末
を
示
し
た

も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　

元
嘉
十
七
年
以
降
の
劉
義
慶
の
動
向
か
ら
、
右
の
推
定
を
検
証
し
て
お
こ
う
。
南
兗
州
刺
史
時
代
、
す
な
わ
ち
そ
の
晩
年
に
お
け
る

義
慶
は
、
た
と
え
浪
費
に
よ
っ
て
晩
節
を
汚
そ
う
と
も
仏
教
に
耽
溺
す
る
道
を
選
択
し
た
。

　
　

歴
藩
を
受
任
す
る
も
、
浮
淫
の
過
無
し
。
唯
だ
晩
節
に
沙
門
を
奉
養
し
、
頗
る
費
損
を
致
す

）
38
（

。 

（『
宋
書
』
本
伝
）

　

こ
れ
が
直
ち
に
政
治
的
韜
晦
の
ポ
ー
ズ
で
あ
る
と
の
即
断
は
で
き
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
政
治
か
ら
逃
避
し
は
じ
め

た
他
の
諸
王
と
足
並
み
は
揃
っ
て
い
る

）
39
（

。
ま
た
、
結
果
的
に
彼
は
、
ひ
た
す
ら
自
己
一
身
の
安
泰
を
願
う
小
心
な
王
族
と
い
う
評
価
を

世
上
か
ら
下
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
興
味
本
位
に
語
ら
れ
て
い
た
「
小
説
」
に
端
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。

長
沙
王
道
憐
の
子 

義
慶
、
広
陵
に
在
り
て
疾
に
臥
す
。
食
ら
ひ
し
次と

き

、
忽
と
し
て
白
虹
0

0

の
室
に
入
る
有
り
。
就
ち
其
の
粥
を
飲
む
。

義
慶 

器
を
階
に
擲
つ
。
遂
に
風
雨
の
声
を
作な

し
、
庭
戸
に
振
る
う
。
良
や
久
し
く
し
て
見
え
ず

）
40
（

。

（
劉
敬
叔
『
異
苑
』
巻
一
）

義
慶 

広
陵
に
在
り
て
、
疾
有
り
、
而
し
て
白
虹

0

0 

城
を
貫
き
、
野
麕

0

0 
0

府
に
入
る

0

0

0

0

。
心
に
甚
だ
こ
れ
を
悪
み
、
固
く
陳
し
て
還
る

を
求
む
。
太
祖 

州
を
解
く
を
許
し
、
本
号
を
以
て
朝
に
還
る

）
41
（

。 

（
『
宋
書
』
本
伝
）

　

白
虹
と
言
え
ば
、
秦
の
始
皇
帝
暗
殺
を
計
画
し
て
い
た
燕
太
子
丹
の
故
事
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
暗
殺
・
兵
乱
の
予
兆
と
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
。『
宋
書
』
の
記
事
で
は
、
白
虹
の
他
に
「
野
麕
入
府
」
と
い
う
事
件
も
起
き
て
い
る
が
、
野
生
動
物
が
宮
殿
に
侵
入
す
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鮑
照
「
蕪
城
賦
」
編
年
考

る
と
い
う
記
事
を
収
集
し
て
み
る
と
、
や
は
り
叛
乱
や
取
り
潰
し
の
予
兆
と
見
ら
れ
る
例
が
あ
っ
た

）
42
（

。
こ
れ
ら
の
凶
兆
を
、
義
慶
が
忌

み
嫌
っ
た
の
も
至
極
当
然
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
南
朝
歌
謡
「
烏
夜
啼
」
の
成
立
に
は
、
よ
り
直
接
的
な
故
事
が
附
随
し
て
い
る
。

　
　

元
嘉
十
七
年
、
彭
城
王
義
康
を
予
章
に
徙
す
。
義
慶 

時
に
江
州
為た

り
。
鎮
に
至
り
、
相
見ま

み

え
て
哭
す
。
帝
の
怪
し
む
所
と
為
る
。

　
　

徵
さ
れ
て
宅
に
還
り
、
大
い
に
懼
る

）
43
（

。 

（『
旧
唐
書
』
音
楽
志　

清
楽
）

　

こ
こ
に
は
、
義
康
に
対
す
る
同
情
と
同
時
に
、
文
帝
に
対
す
る
義
慶
の
恐
懼
が
明
白
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

以
上
は
確
か
に
「
小
説
」
で
あ
る
が
、
同
時
代
人
に
よ
る
証
言
と
し
て
傾
聴
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
義
慶
の
叛

心
の
有
無
が
当
時
の
朝
野
の
重
大
な
関
心
事
で
あ
り
、
同
時
に
、
文
帝
の
視
線
に
恐
れ
お
の
の
き
、
不
吉
な
兆
験
を
極
度
に
忌
み
嫌
う

小
心
な
劉
義
慶
像
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
義
慶
像
の
形
成
に
は
、
そ
の
晩
年
の
動
向
が
大
き
く
反
映

さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
る
（
右
の
「
小
説
」
三
例
が
い
づ
れ
も
元
嘉
十
七
年
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
さ
れ
た
い
）。
彼
の

仏
教
へ
の
傾
注
も
、
そ
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
て
み
れ
ば
、
筆
者
の
推
定
し
た
「
蕪
城
賦
」
の
性
格
も
、
か
か
る
義
慶
晩
年
の
保
身
意
識
と
、
そ
う
大
き
く
は
外
れ
な
い
よ
う
で

あ
る
。
本
作
の
制
作
が
、
義
慶
の
命
令
に
よ
る
も
の
か
、
鮑
照
の
自
発
に
よ
る
も
の
か
、
今
そ
の
判
断
を
下
す
だ
け
の
材
料
は
な
い
。

し
か
し
、
い
づ
れ
に
せ
よ
主
君
の
破
滅
が
即
ち
鮑
照
自
身
の
破
滅
で
あ
る
こ
と
は
、
自
明
の
理
で
あ
る
。
鮑
照
を
「
蕪
城
賦
」
制
作
に

突
き
動
か
し
た
の
は
、
君
臣
一
体
と
な
っ
た
「
明
哲
保
身
」
の
処
世
観
で
あ
っ
た
。

　

以
上
、
鮑
照
「
蕪
城
賦
」
の
制
作
が
元
嘉
十
七
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
証
し
、
当
時
の
主
君
劉
義
慶
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

本
作
の
撰
述
意
図
が
、
無
責
任
な
人
物
批
評
（
揶
揄
）
を
受
け
流
す
べ
く
、
敢
え
て
蕭
条
た
る
「
蕪
城
」
の
様
子
を
詠
じ
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。

　

筆
者
の
結
論
は
、
却
っ
て
本
作
の
特
異
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
結
果
と
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
鮑
照
と
似
た
立
場
か
ら
輿
論
へ
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鮑
照
「
蕪
城
賦
」
編
年
考

の
反
駁
を
企
図
し
た
辞
賦
作
品
に
は
、
前
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
て
後
漢
の
頃
に
出
た
班
固
の
代
表
作
「
両
都
賦
」
は
、
そ

の
序
に
拠
れ
ば
、
長
安
遷
都
を
画
策
す
る
「
耆
老
」
た
ち
の
、
盛
ん
に
長
安
を
賛
美
し
洛
陽
を
貶
す
「
議
」
を
論
破
し
よ
う
と
し
た
、

と
言
う

）
44
（

。
宣
伝
工
作
が
風
評
に
頼
る
他
な
い
時
代
に
お
い
て
、
人
口
に
膾
炙
す
る
文
学
作
品
と
、
こ
れ
を
制
作
し
う
る
有
能
な
文
人
は
、

単
な
る
娯
楽
提
供
者
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
王
侯
貴
族
の
宣
伝
戦
略
を
支
え
る
上
で
も
、
ま
こ
と
に
有
用
な
の
で
あ
っ
た

）
45
（

。

注

（
1
）
本
論
文
で
は
、『
四
部
叢
刊
』
所
収
毛
斧
季
校
宋
本
『
鮑
氏
集
』（
巻
一
）
を
底
本
と
し
た
。
他
、『
文
選
』
に
つ
い
て
は
、
胡
克

家
重
刻
宋
淳
煕
刊
李
善
単
注
本
（
一
九
六
七
年
、
藝
文
印
書
館
景
印
。
巻
十
一
。
以
下
、
注
記
の
な
い
限
り
、
こ
の
本
を
『
文

選
』
と
称
す
）、
南
宋
紹
興
三
十
一
年
（
一
一
六
一
）
建
陽
陳
八
郎
崇
化
書
坊
刊
五
臣
注
単
行
本
（
台
北
国
立
中
央
図
書
館
蔵
、

一
九
八
一
年
景
印
。
巻
六
）、
南
宋
明
州
刊
六
家
注
本
（
足
利
学
校
遺
蹟
図
書
館
蔵
、
一
九
七
四
年
景
印
。
巻
十
一
）、
明
嘉
靖

年
間
呉
郡
袁
褧
嘉
趣
堂
倣
宋
刊
六
家
注
本
（
巻
十
一
）、
明
宣
徳
三
年
（
一
四
二
八
）
刊
六
家
注
本
（
韓
国
、
奎
章
閣
・
成
均

大
学
校
蔵
、
一
九
八
三
年
景
印
。
巻
十
一
）、『
四
部
叢
刊
』
所
収
南
宋
刊
六
臣
注
本
（
一
九
二
九
年
、
上
海
涵
芬
楼
蔵
本
景
印
。

巻
十
一
）
の
諸
刊
本
を
参
照
。
ま
た
、
明
張
溥
『
漢
魏
六
朝
百
三
名
家
集
』
所
収
『
鮑
参
軍
集
』（
巻
一
）、
汪
紹
楹
校
『
藝
文

類
聚
』
巻
六
十
三 

居
処
部 

城
（
一
九
七
三
年
、
中
華
書
局
）
を
も
参
照
し
た
。
な
お
、
鮑
照
の
伝
記
は
幸
福
香
織
「
鮑
照
」（
興

膳
宏
編
『
六
朝
詩
人
伝
』、
二
〇
〇
〇
年
、
大
修
館
書
店
。
四
六
二
〜
四
六
六
頁
）
を
参
照
。

（
2
）
李
善
は
謝
朓
「
和
伏
武
昌
登
孫
権
故
城
」
詩
（
『
文
選
』
巻
三
十
）
の
「
舞
館
識
餘
基
」
句
の
注
と
し
て
、
本
作
「
歌
堂
舞
閣
之
基
」

句
を
挙
げ
る
。
ま
た
、
呉
均
「
呉
城
賦
」（
『
藝
文
類
聚
』
巻
六
十
三 

居
処
部 

城
）
の
「
木
魅
晨
走
、
山
鬼
夜
驚
」
句
は
本
作

「
木
魅

0

0 

山
鬼

0

0

、
野
鼠 

城
狐
、
風
に
噑ほ

え
雨
に
嘯
き
、
昏0

に
見

あ
ら
は

れ
晨0

に
趨
る
（
木
魅
山
鬼
、
野
鼠
城
狐
、
風
噑
雨
嘯
、
昏
見
晨
趨
）
」

句
を
襲
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
3
）
Ⅰ
説
は
注
（
１
）
の
『
文
選
』
諸
刊
本
の
五
臣
注
。
以
下
、
Ⅱ
説
…
何
焯
『
義
門
読
書
記
』
巻
四
十
五
、
及
び
銭
仲
聯
『
鮑

参
軍
集
注
』（
一
九
八
〇
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
）
附
録
の
「
鮑
照
年
表
」。
Ⅲ
説
…
曹
道
衡
「
鮑
照
幾
篇
詩
文
的
寫
作
時
間
」（
『
文

史
』
十
六
号
、
一
九
八
二
年
。
の
ち
『
中
古
文
学
史
論
集
』
一
九
八
六
年
、
中
華
書
局
。
四
〇
三
〜
四
二
六
頁
）。
Ⅳ
説
…
丁
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福
林
『
鮑
照
年
譜
』（
二
〇
〇
四
年
、
上
海
古
籍
出
版
社
。
九
十
〜
九
十
五
頁
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
4
）
本
来
な
ら
ば
、
元
嘉
二
十
年
（
四
四
三
）
ま
で
含
め
て
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。
こ
の
四
年
間
の
中
で

い
づ
れ
の
年
で
あ
る
か
を
探
る
の
は
、
資
料
的
に
困
難
な
上
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、

第
四
節
で
述
べ
る
本
作
の
制
作
背
景
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
元
嘉
十
七
年
の
作
で
あ
る
可
能
性
が
最
も
高
い
。

（
5
）「
墜
辰
永
往
」
の
句
は
、『
論
語
』
為
政
篇
「
子
曰
く
、
政
を
為
す
は
徳
を
以
て
す
。
譬
ふ
れ
ば
北
辰
の
其
の
所
に
居
り
て
衆
星

こ
れ
と
共
に
す
る
が
如
し
（
子
曰
、
爲
政
以
德
。
譬
如
北
辰
居
其
所
而
衆
星
共
之
）
」
を
踏
ま
え
る
表
現
で
あ
り
、
主
君
の
死

を
指
す
。
劉
義
慶
の
没
後
、
鮑
照
が
そ
の
幕
下
を
離
れ
た
こ
と
は
、「
臨
川
王
服
竟
還
田
里
」
詩
（
『
鮑
氏
集
』
巻
五
）
か
ら
も

窺
え
る
。

（
6
）
例
え
ば
、『
世
説
新
語
』
文
学
篇
に
、
東
晋
の
庾
闡
が
「
揚
都
賦
」
を
庾
亮0

に
示
す
際
、「
溫
挺
義
之
標
、
庾
作
民
之
望
。
方
響

則
金
聲
、
比
德
則
玉
亮0

」
句
の
「
亮
」
字
を
「
潤
」
字
に
改
め
た
と
い
う
故
事
を
収
載
す
る
。

（
7
）
注
（
１
）
の
諸
本
を
参
照
。

（
8
）
陶
淵
明
「
挽
歌
詩
」（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
の
冒
頭
に
「
荒
草 

何
ぞ
茫
茫
た
る
、
白
楊
も
亦
た
蕭
蕭
た
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
厳
霜 

九
月
の
中

0

0

0

0

、

我
を
送
り
て
遠
郊
に
出
づ
（
荒
草
何
茫
茫
、
白
楊
亦
蕭
蕭

0

0

0

0

0

。
嚴
霜
九
月
中

0

0

0

、
送
我
出
遠
郊
）
」
と
、「
白
楊
」
の
葉
が
風
に
吹
か

れ
て
蕭
蕭
と
音
を
立
て
る
の
を
九
月
半
ば
の
こ
と
と
し
て
用
い
て
い
る
例
が
あ
る
。
す
で
に
葉
が
落
ち
て
い
る
「
蕪
城
賦
」
の

場
合
は
、
早
く
と
も
晩
秋
九
月
中
旬
以
降
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
現
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）
諸
説
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
補
足
し
て
お
こ
う
。
Ⅳ
説
…
対
北
魏
戦
後
、
文
帝
は
被
害
地
域
に
対
し
て
復
興
策
を
講
じ
た
詔
勅

を
た
だ
ち
に
発
し
て
い
る
（
『
宋
書
』
文
帝
紀
）。
彼
な
り
に
敗
戦
の
責
任
を
果
た
そ
う
と
し
た
こ
と
は
、
建
設
的
な
態
度
と
言
っ

て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
の
冬
に
制
作
さ
れ
た
諷
喩
の
賦
（
丁
氏
前
掲
書
）
と
見
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
時
機
を
失
し
て
い

よ
う
。
Ⅲ
説
…
丁
氏
前
掲
書
は
、
太
子
劭
と
始
興
王
濬
の
弑
逆
が
、
廃
太
子
の
報
に
接
し
た
劭
が
濬
と
共
謀
し
て
父
殺
し
の
暴

挙
に
出
た
と
い
う
突
発
的
事
件
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
諫
言
を
差
し
挟
む
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
、
と
す
る
。
こ
れ
は
、
文
帝

弑
逆
事
件
に
関
す
る
『
宋
書
』
の
諸
記
録
か
ら
素
直
に
導
き
出
さ
れ
た
卓
見
で
あ
っ
て
、
筆
者
も
こ
れ
に
左
袒
す
る
も
の
で
あ

る
。
事
件
は
全
て
二
月
中
に
発
生
し
た
の
で
あ
り
、「
蕪
城
賦
」
を
前
年
冬
の
作
と
見
る
こ
と
も
、
や
は
り
大
い
に
矛
盾
す
る

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
Ⅱ
説
…
す
で
に
曹
・
丁
両
氏
に
反
論
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
論
し
な
い
が
、
傍
証
と
し
て
次
の
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事
例
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
孝
武
帝
治
世
下
に
お
い
て
、
竟
陵
王
＝
広
陵
側
の
犠
牲
者
に
同
情
を
寄
せ
る
こ
と
の
困
難
は
、

何
も
鮑
照
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。『
宋
書
』
蔡
興
宗
伝
に
言
う
、「
竟
陵
王
誕 

広
陵
城
に
拠
り
て
逆
を
為
す
。
事 

平

ら
ぎ
、
興
宗 

旨
を
奉
じ
て
慰
労
す
。
州
別
駕
范
義 

興
宗
と
素
よ
り
善
し
。
城
内
に
在
り
て
同
じ
く
誅
せ
ら
る
。
興
宗 

広
陵

に
至
り
、
躬み

づ

か自
ら
殯
を
収
め
、
喪
を
致
し
予
章
の
旧
墓
に
還
す
。
上 

こ
れ
を
聞
き
、
甚
だ
悦
ば
ず
（
竟
陵
王
誕
據
廣
陵
城
爲
逆
。

事
平
、
興
宗
奉
旨
慰
勞
。
州
別
駕
范
義
與
興
宗
素
善
。
在
城
内
同
誅
。
興
宗
至
廣
陵
、
躬
自
收
殯
、
致
喪
還
豫
章
舊
墓
。
上
聞

之
、
甚
不
悅
）
」
と
。
叛
乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
友
人
の
遺
体
を
収
容
し
、
こ
れ
を
弔
っ
た
が
た
め
に
、
蔡
興
宗
は
孝
武
帝
の
不

興
を
買
っ
て
い
る
。

（
10
）『
宋
書
』
文
帝
紀
を
参
照
。
な
お
、
銭
氏
前
掲
書
（
三
〇
七
頁
）
は
、
鮑
照
「
還
都
道
中
」
三
首
・「
還
都
口
号
」・「
行
京
口
至

竹
里
」・「
発
後
渚
」
等
の
詩
を
、
任
地
広
陵
へ
向
か
う
一
時
の
作
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
詩
の
共
通
点
と
し
て
、

や
は
り
初
冬
の
作
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
11
）
尤
振
尭
「
揚
州
古
城
一
九
七
八
年
発
掘
簡
報
」（
『
文
物
』
二
八
〇
号
、
第
九
期
、
一
九
七
九
年
九
月
。
の
ち
『
南
京
博
物
院
集
刊
』

第
三
巻
、
一
九
八
一
年
、
南
京
博
物
院
。
六
十
七
〜
七
十
七
頁
）、
及
び
羅
宗
真
『
六
朝
考
古
』（
一
九
九
四
年
、
南
京
大
学
出

版
社
。
の
ち
中
村
圭
爾
・
室
山
留
美
子
編
訳
『
古
代
江
南
の
考
古
学

－

倭
の
五
王
時
代
の
江
南
世
界
』
二
〇
〇
五
年
、
白
帝
社
）

を
参
照
。

（
12
）
曹
氏
は
、『
文
選
』
李
善
注
の
「
登
廣
陵
故
城

0

0

」
か
ら
、
劉
宋
時
の
広
陵
城
と
は
別
個
の
漢
代
広
陵
故
城
址
の
存
在
を
想
定
し

て
お
ら
れ
る
（
前
掲
論
文
）。
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
古
学
的
な
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
も
し
も
劉
宋
広
陵
城
と
漢

代
広
陵
故
城
址
の
二
者
が
併
存
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
筆
者
の
提
唱
す
る
元
嘉
十
七
年
に
も
漢
代
故
城
址
は
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
で
、
元
嘉
三
十
年
（
四
五
三
）
と
す
る
Ⅲ
説
の
必
然
性
は
失
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
13
）『
荘
子
』
知
北
遊
篇
に
「
人
の
天
地
の
間
に
生
く
る
は
、
白
駒
の
郤
を
過
ぐ
る
が
若
く
、
忽
然
た
る
の
み
。
注
然
勃
然
と
し
て
、

出0

で
ざ
る
莫
く
、
油
然

然
と
し
て
、
入0

ら
ざ
る
莫
し
。
已
に
化
し
て
生
ま
れ
、
又 

化
し
て
死
す
（
人
生
天
地
之
間
、
若
白

駒
之
過
郤
、
忽
然
而
已
。
注
然
勃
然
、
莫
不
出0

焉
、
油
然

然
、
莫
不
入0

焉
。
已
化
而
生
、
又
化
而
死
）
」
と
あ
り
、「
出
入
」

と
は
、
生
命
の
誕
生
と
消
滅
を
表
す
語
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
都
市
に
当
て
嵌
め
る
な
ら
ば
、「
衰
退
と
再
建
」
ほ
ど
の
意

味
で
あ
ろ
う
。
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（
14
）
年
表
は
『
史
記
』・『
漢
書
』・『
晋
書
』・『
宋
書
』
を
基
礎
資
料
と
し
て
作
成
。
ま
た
、
紀
仲
慶
「
揚
州
古
城
址
変
遷
初
探
」（
『
文

物
』
二
八
〇
号
、
第
九
期
、
一
九
七
九
年
九
月
）
を
参
照
し
た
。

（
15
）
そ
れ
以
前
に
、
前
漢
の
文
帝
の
時
、
入
朝
し
た
呉
王
劉
濞
の
太
子
が
、
皇
太
子
（
後
の
景
帝
）
と
賭
博
の
こ
と
で
争
い
、
盤
を

投
げ
つ
け
ら
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
有
名
な
事
件
が
あ
る
（
『
漢
書
』
荊
燕
呉
伝
）。
し
か
し
、
こ
の
事
件
は
劉
濞
の

参
内
中
止
以
上
に
は
発
展
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
間
接
的
原
因
に
過
ぎ
な
い
。

（
16
）
二
十
四
年
、
服
闋
、
轉
中
書
令
、
領
太
子
詹
事
。
出
爲
前
軍
將
軍
・
南
兗
州
刺
史
。
善
於
爲
政
、
威
惠
並
行
。
廣
陵
城
舊
有
高

樓
、
湛
之
更
加
修
整
、
南
望
鍾
山
。
城
北
有
陂
澤
、
水
物
豐
盛
。
湛
之
更
起
風
亭
・
月
觀
・
吹
臺
・
琴
室
、
果
竹
繁
茂
、
花
藥

成
行
、
招
集
文
士
、
盡
遊
玩
之
適
、
一
時
之
盛
也
。

（
17
）『
宋
書
』
索
虜
伝
に
拠
れ
ば
、
住
民
を
長
江
南
岸
に
避
難
さ
せ
、
広
陵
を
焼
き
払
っ
た
の
は
文
帝
の
勅
命
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。

（
18
）
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
従
来
の
編
年
説
の
立
場
か
ら
次
の
よ
う
な
仮
説
が
提
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

「
五
百
餘
載
」
と
は
、
同
時
代
の
事
と
し
て
直
截
的
に
述
べ
る
こ
と
を
避
け
る
べ
く
、
東
晋
期
の
こ
と
と
し
て
仮
託
し
た
婉
曲

表
現
で
は
な
い
か
、
と
。
し
か
し
、
こ
の
説
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
前
提
条
件
と
し
て
、
北
魏
南
侵
時
や
竟
陵
王
の
乱
時
に

相
当
す
る
戦
禍
が
、
桓
温
の
修
築
直
後
に
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
代
の
事
に
仮
託
す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
四
百

餘
載
」
で
も
「
三
百
餘
載
」
で
も
構
わ
な
い
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
仮
に
、
こ
れ
を
孫
恩
の
乱
と
し
よ
う
。
も
し
、
元
嘉
十
七
年

の
時
点
で
戦
禍
の
傷
跡
を
色
濃
く
残
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
「
蕪
城
賦
」
製
作
は
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

逆
に
、
さ
ほ
ど
被
害
の
跡
が
窺
え
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
孫
恩
の
乱
に
仮
託
す
る
必
然
性
を
失
う
、
と
い
う
深
刻
な

自
家
撞
着
に
陥
る
で
あ
ろ
う
。

（
19
）
従
来
の
編
年
説
の
多
く
は
、「
蕪
城
賦
」
後
半
の
廃
墟
を
戦
争
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

曹
道
衡
氏
の
み
が
、
必
ず
し
も
戦
争
と
結
び
つ
け
る
必
要
は
な
い
と
論
じ
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
論
文
）。
ま
こ
と
に
傾
聴
す
べ

き
卓
論
で
あ
る
。
確
か
に
「
沢
葵 

井
に
依
り
、
荒
葛 

塗み
ち

に
罥か

か

る
（
塗
澤
葵
依
井
、
荒
葛
罥
塗
）
」、「
崩
榛 

路
を
塞
ぎ
、
崢
嶸

た
る
古
馗
あ
り
（
崩
榛
塞
路
、
崢
嶸
古
馗
）
」
等
の
野
生
植
物
の
は
び
こ
る
様
子
や
、「
通
池 

既す

で已
に
夷

た
ひ
ら

ぎ
、
峻
隅 

又
た
已
に

頽
る
（
通
池
既
已
夷
、
峻
隅
又
已
頽
）
」
と
い
う
埋
も
れ
た
堀
や
崩
落
し
た
城
壁
の
描
写
は
、
こ
れ
を
素
直
に
読
む
限
り
、
相

当
長
期
に
及
ぶ
時
間
的
劣
化
を
表
現
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
注
（
２
）
に
挙
例
し
た
謝
朓
「
和
伏
武
昌
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登
孫
権
故
城
」
詩
や
呉
筠
「
呉
城
賦
」
等
は
、
い
づ
れ
も
古
城
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
基
づ
い
た
「
蕪
城
賦
」

の
各
句
が
、
比
較
的
近
い
時
代
に
お
い
て
は
、
戦
乱
に
よ
る
破
壊
で
は
な
く
し
て
、
時
間
経
過
に
よ
る
荒
廃
の
描
写
と
解
釈
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
有
力
な
傍
証
で
あ
る
。

（
20
）
広
陵
は
元
嘉
八
年
（
四
三
一
）
に
南
兗
州
の
治
所
と
な
っ
て
い
る
（
『
宋
書
』
州
郡
志
）。
と
す
れ
ば
、「
蕪
城
賦
」
後
半
の
描

写
は
鮑
照
の
空
想
の
産
物
な
の
か
、
と
い
う
素
直
な
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
の
可
能
性
を
示
す
類
例
と
し
て
、
鮑
照
よ
り
後
の
作

品
で
は
あ
る
が
、
庾
信
「
哀
江
南
賦
」（
倪
璠
注
・
許
逸
民
校
『
庾
子
山
集
注
』
一
九
八
〇
年
、
中
華
書
局
。
巻
二
）
を
挙
げ

て
お
く
。
同
賦
は
「
周
は
鄭
に
怒
り
を
含
み
、
楚
は
秦
に
冤う

ら

み
を
結
ぶ
（
周
含
鄭
怒
、
楚
結
秦
冤
）
」
以
下
、
江
陵
の
滅
亡
と

連
行
さ
れ
る
捕
虜
の
凄
惨
酸
鼻
な
描
写
が
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し
『
北
周
書
』
に
拠
れ
ば
、
庾
信
は
江
陵
陥
落
以
前
に
長
安
に

抑
留
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
目
睹
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
庾
信
の
事
績
と
「
哀
江
南
賦
」
に
つ
い
て
は
、
倪
璠
「
庾
子

山
年
譜
」、
小
尾
郊
一
「
庾
信
の
人
と
文
学
」（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
十
三
号
、
一
九
六
四
年
）、
興
膳
宏
『
望
郷
詩
人

庾
信
』（
一
九
八
三
年
、
集
英
社
）、
矢
嶋
美
都
子
『
庾
信
研
究
』（
二
〇
〇
〇
年
、
明
治
書
院
）、
加
藤
国
安
『
越
境
す
る
庾
信

―

そ
の
軌
跡
と
詩
的
表
象
』（
二
〇
〇
四
年
、
研
文
出
版
。
上
下
）
等
を
参
照
。

（
21
）
六
朝
ま
で
の
廃
墟
（
都
市
）
を
描
い
た
主
要
な
文
学
作
品
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。【
先
秦
】
箕
子
「
麦
秀
」
詩
（
『
史

記
』
宋
微
子
世
家
）・「
黍
離
」
詩
（
『
毛
詩
』
王
風
）、【
後
漢
】
曹
大
家
「
東
征
賦
」（
『
文
選
』
巻
九
）、【
魏
】
曹
操
「
薤
露
行
・

惟
漢
二
十
二
世
」（
『
宋
書
』
楽
志
）・
王
粲
「
従
軍
詩
」
五
首 

其
五
（
『
文
選
』
巻
二
十
七
）・
阮
籍
「
詠
懐
詩
」
十
七
首 

其

十
二
（
『
文
選
』
巻
二
十
三
）、【
晋
】
陸
機
「
門
有
車
馬
客
行
」（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）・
潘
岳
「
西
征
賦
」（
『
文
選
』
巻
十
）・

劉
琨
「
答
盧
諶
詩
并
書
」（
『
文
選
』
巻
二
十
五
）、【
宋
】
顔
延
之
「
北
使
洛
」
詩
（
『
文
選
』
巻
二
十
五
）・
同
「
還
至
梁
城

作
」
詩
（
『
文
選
』
巻
二
十
五
）・
鮑
照
「
蕪
城
賦
」（
『
文
選
』
巻
十
一
）、【
斉
】
謝
朓
「
和
伏
武
昌
登
孫
権
故
城
」
詩
（
『
文

選
』
巻
三
十
）、【
梁
】
呉
均
「
呉
城
賦
」（
『
藝
文
類
聚
』
巻
六
十
三 

居
処
部 

城
）、【
北
朝
】
庾
信
「
哀
江
南
賦
」（
『
庾
子
山

集
注
』
巻
二
）・
顔
之
推
「
観
我
生
賦
」（
『
北
斉
書
』
顔
之
推
伝
）。
魏
以
後
の
時
代
区
分
・
配
列
は
、
興
膳
宏
編
『
六
朝
詩

人
伝
』（
二
〇
〇
〇
年
、
大
修
館
書
店
）
を
参
照
。

（
22
）
其
後
箕
子
朝
周
、
過
故
殷
虛
、
感
宮
室
毀
壞
、
生
禾
黍
。
箕
子
傷
之
、
欲
哭
則
不
可
、
欲
泣
爲
其
近
婦
人
、
乃
作
麥
秀
之
詩
以

歌
詠
之
。
其
詩
曰
、「
麥
秀
漸
漸
兮
、
禾
黍
油
油
。
彼
狡
僮
兮
、
不
與
我
好
兮
」。
所
謂
狡
童
者
、
紂
也
。
殷
民
聞
之
、
皆
爲
流
涕
。
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（
23
）
こ
の
詩
は
、
勅
命
を
受
け
た
顔
延
之
が
、
北
伐
中
の
劉
裕
を
慰
問
に
訪
れ
た
際
の
、
洛
陽
宮
殿
跡
で
の
作
と
さ
れ
る
。

（
24
）「
天
」
を
持
ち
出
す
発
想
は
、
す
で
に
『
詩
経
』
王
風
「
黍
離
」
詩
に
対
す
る
『
毛
詩
』
の
解
釈
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
真

に
詩
人
が
そ
う
し
た
意
図
を
も
っ
て
詠
じ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
事
実
、『
韓
詩
』
で
は
孝
子
伯
奇
（
讒
言
を
信
じ
た
父
の

尹
吉
甫
に
殺
さ
れ
た
）
を
悼
む
詩
（
『
太
平
御
覧
』
巻
四
六
九 

人
事
部 

憂
下
）、
劉
向
『
新
序
』
節
士
篇
で
は
衛
の
宣
公
の
太

子
伋
が
殺
さ
れ
た
の
を
悼
む
詩
と
解
釈
す
る
。

（
25
）
睹
蒲
城
之
丘
墟
兮
、
生
荊
棘
之
榛
榛
。
惕
覺
寤
而
顧
問
兮
、
想
子
路
之
威
神
。
衛
人
嘉
其
勇
義
兮
、
訖
于
今
而
稱
云
。
蘧
氏
在

城
之
東
南
兮
、
民
亦
尚
其
丘
墳
。
唯
令
德
爲
不
朽
兮
、
身
既
沒
而
名
存
。
惟
經
典
之
所
美
兮
、
貴
道
德
與
仁
賢
。

（
26
）
登
高
堞
以
詳
覽
、
知
吳
濞
之
衰
盛
。
戒
東
南
之
逆
氣
、
成
劉
后
之

聖
。
藉
鹽
鐵
之
殷
阜
、
臨
淮
楚
之
剽
輕
。
盛
几
杖
而
弭
心
、

怒
抵
局
而
遂
爭
。
忿
爰
盎
之
扶
禍
、
惜
徒
傷
於
家
令
。
匪
條
侯
之
忠
毅
、
將
七
國
之
陵
正
。
褒
漢
藩
之
治
民
、
並
訪
賢
以
招
明
。

侯
文
辯
其
誰
在
、
曰
鄒
陽
與
枚
生
。
據
忠
辭
於
吳
朝
、
執
義
說
於
梁
庭
。
敷
高
才
於
兔
園
、
雖
正
言
而
免
刑
。

（
27
）『
文
選
』
を
例
に
と
れ
ば
、「
《
国
名
》
＋
都
」
…
左
思
「
蜀0

都
賦
」・「
呉0

都
賦
」・「
魏0

都
賦
」、「
《
方
向
名
詞
》
＋
都
／
京
」
…

班
固
「
西0

都
賦
」・「
東0

都
賦
」・
張
衡
「
西0

京
賦
」・「
東0

京
賦
」・「
南0

都
賦
」。

（
28
）「
蕪
」・「
無
」
と
も
に
「
上
平
声 
十 
虞
」（
『
広
韻
』
）。
馮
虚
公
子
・
安
処
先
生
（
張
衡
「
西
京
賦
」・「
東
京
賦
」
）
や
子
虚
・

烏
有
先
生
・
亡
是
公
（
司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」・「
上
林
賦
」
）
等
、
実
在
し
な
い
こ
と
を
示
す
人
名
の
例
は
あ
る
。
あ
る
い
は
、

こ
こ
か
ら
着
想
を
得
た
も
の
か
。

（
29
）
拙
稿
「
鮑
照
の
文
学
と
そ
の
立
場―

行
旅
詩
を
中
心
に―

」（
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
六
集
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、
義

慶
文
壇
に
お
け
る
鮑
照
の
立
場
が
、
主
体
的
に
個
人
的
心
情
を
吐
露
す
る
こ
と
を
極
力
抑
え
、
主
君
に
成
り
代
わ
っ
て
の
代
作

を
は
じ
め
と
す
る
、
職
人
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
そ
の
姉
妹
篇
で
あ
る
。

（
30
）
安
田
二
郎
「
元
嘉
時
代
史
へ
の
一
つ
の
試
み―

劉
義
康
と
劉
劭
の
事
件
を
手
が
か
り
に―

」（
『
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』

二
、一
九
七
三
年
。
の
ち
『
六
朝
政
治
史
の
研
究
』
二
〇
〇
三
年
、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
。
二
三
七
〜
二
七
四
頁
）
を
参
照
。

本
論
文
は
、
氏
の
論
考
に
多
大
な
示
唆
を
得
た
。

（
31
）
劉
義
恭
は
、
義
康
の
失
敗
に
懲
り
て
、
淡
々
と
文
書
事
務
を
こ
な
す
だ
け
と
な
り
（
『
宋
書
』
武
三
王
・
江
夏
文
獻
王
義
恭
伝
）、

劉
義
季
は
、
義
康
事
件
後
、
毎
夜
酒
に
お
ぼ
れ
る
日
々
で
あ
っ
た
と
い
う
（
『
宋
書
』
武
三
王
・
衡
陽
文
王
義
季
伝
）。



86

鮑
照
「
蕪
城
賦
」
編
年
考

（
32
）
漢
の
劉
氏
系
図
は
『
史
記
』・『
漢
書
』、
宋
の
劉
氏
系
図
は
『
宋
書
』
に
基
づ
い
て
作
成
。
帝
諱
は
小
竹
武
夫
訳
『
漢
書
』
Ⅰ

（
一
九
九
七
年
、
筑
摩
書
房
。
橋
川
時
夫
「
解
説
」、
三
六
三
〜
四
三
六
頁
）
を
参
照
。

（
33
）
前
漢
高
祖
の
弟
に
当
た
る
楚
元
王
劉
交
の
後
裔
と
す
る
（
『
宋
書
』
武
帝
紀
）。

（
34
）
時
尚
書
令
傅
亮
自
以
文
義
之
美
、
一
時
莫
及
。
延
之
負
其
才
辭
、
不
爲
之
下
、
亮
甚
疾
焉
。
廬
陵
王
義
眞
頗
好
辭
義
、
待
接
甚

厚
、
徐
羨
之
等
疑
延
之
爲
同
異
、
意
甚
不
悅
。
少
帝
即
位
、
以
爲
正
員
郎
、
兼
中
書
。
尋
徙
員
外
常
侍
、
出
爲
始
安
太
守
。
領

軍
將
軍
謝
晦
謂
延
之
曰
「
昔
荀
勗
忌
阮
咸
、
斥
爲
始
平
郡
。
今
卿
又
爲
始
安
。
可
謂
二
始
」。

（
35
）
脩
之
自
州
主
簿
遷
司
徒
從
事
中
郎
。
文
帝
謂
曰
「
卿
曾
祖
昔
爲
王
導
丞
相
中
郎
、
卿
今
又
爲
王
弘
中
郎
。
可
謂
不
忝
爾
祖
矣
」。

（
36
）
初
爲
荊
州
、
甚
有
自
矜
之
色
。
將
之
鎭
、
詣
從
叔
光
祿
大
夫
澹
別
。
澹
問
晦
年
。
晦
答
曰
「
三
十
五
」。
澹
笑
曰
「
昔
荀
中
郎

年
二
十
七
爲
北
府
都
督
、
卿
比
之
、
已
爲
老
矣
」。
晦
有
愧
色
。

（
37
）
拙
稿
「
『
世
説
』
の
編
纂
と
劉
宋
貴
族
社
会
」（
『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
三
号
、
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、『
世
説
』
に
取
り
上

げ
ら
れ
た
機
知
頓
才
の
競
争
が
、
劉
宋
の
貴
族
社
交
界
の
間
で
も
愛
好
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
う
し
た
揶
揄
も
、
お

そ
ら
く
は
彼
ら
の
機
知
を
尊
重
す
る
風
潮
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、『
世
説
』
の
編
纂
か
ら
見
て
も
明
ら
か
な
よ
う

に
、
劉
義
慶
と
そ
の
幕
下
文
人
集
団
は
、
こ
の
よ
う
な
社
交
界
の
動
向
に
機
敏
に
反
応
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
38
）
原
文
は
「
受
任
歷
藩
、
無
浮
淫
之
過
。
唯
晩
節
奉
養
沙
門
、
頗
致
費
損
」。
な
お
、『
高
僧
伝
』
に
は
、
劉
義
慶
が
僧
侶
を
厚

遇
し
た
記
事
が
四
例
あ
る
が
、
う
ち
南
兗
州
刺
史
時
代
の
こ
と
と
判
断
で
き
る
も
の
は
次
の
諸
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
元0

嘉
十
八
年

0

0

0

0

夏
受
臨
川
康
王
請
、
於
廣
陵
0

0

結
居
」（
巻
三 

訳
経 

畺
良
耶
舎
伝
）、「
宋
元
嘉
二
十
年

0

0

0

0

0

、
臨
川
康
王
義
慶
携
往
廣
陵
0

0

、

終
於
彼
矣
」（
巻
十
二 

誦
経 

釈
道
冏
伝
）、「
遇
宋
臨
川
王
義
慶
鎮
南
兗
0

0

、
儒
以
事
聞
之
。
王
賛
成
厥
志
、
爲
啓
度
出
家
」（
巻

十
三 

唱
導 

釈
道
儒
伝
）
の
三
例
で
あ
る
。

（
39
）
注
（
31
）
を
参
照
。

（
40
）
原
文
は
「
長
沙
王
道
憐
子
義
慶
、
在
廣
陵
臥
疾
。
食
次
、
忽
有
白
虹
入
室
。
就
飲
其
粥
。
義
慶
擲
器
於
階
。
遂
作
風
雨
聲
、
振

於
庭
戸
。
良
久
不
見
」。
な
お
、『
太
平
広
記
』
巻
三
百
九
十
六 
虹 
所
引
『
独
異
志
』
も
同
内
容
で
あ
る
。

（
41
）
義
慶
在
廣
陵
、
有
疾
、
而
白
虹
貫
城
、
野
麕
入
府
。
心
甚
惡
之
、
固
陳
求
還
。
太
祖
許
解
州
、
以
本
號
還
朝
。

（
42
）
例
え
ば
、
漢
の
昭
帝
の
時
、
昌
邑
王
劉
賀
が
「
宮
室
」
に
入
っ
て
き
た
熊
を
見
る
と
い
う
故
事
が
あ
る
（
『
漢
書
』
五
行
志
）。
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鮑
照
「
蕪
城
賦
」
編
年
考

こ
の
記
事
で
は
、
郎
中
令
龔
遂
が
「
天
の
戒
め
で
あ
る
」
と
謎
解
き
を
行
っ
て
い
る
が
、
昌
邑
王
は
行
い
を
改
め
ず
に
国
を
失
っ

た
と
い
う
。
ま
た
、
王
充
『
論
衡
』
に
は
、
後
漢
の
楚
王
劉
英
の
宮
殿
に
鹿
が
侵
入
し
、
後
に
英
が
薨
じ
た
と
い
う
記
事
が
あ

る
（
巻
十
六
、
遭
虎
篇
）。
昌
邑
王
劉
賀
は
、
一
度
は
帝
位
に
就
い
た
が
、
霍
光
に
廃
さ
れ
領
国
を
削
ら
れ
て
薨
じ
た
。
楚
王

劉
英
は
、
図
讖
事
件
の
発
覚
に
よ
っ
て
廃
さ
れ
、
後
に
自
殺
し
た
。
ま
た
、
王
族
で
は
な
い
が
『
宋
書
』
五
行
志
に
は
、
三
国

呉
の
丁
奉
の
陣
営
に
野
豚
が
侵
入
し
た
記
事
が
あ
る
。
丁
奉
は
後
に
叛
乱
を
起
こ
し
敗
死
す
る
が
、
孫
皓
は
そ
の
子
を
殺
し
、

遺
族
を
追
放
し
た
と
い
う
。

（
43
）
元
嘉
十
七
年
、
徙
彭
城
王
義
康
於
豫
章
。
義
慶
時
爲
江
州
。
至
鎮
、
相
見
而
哭
。
爲
帝
所
怪
。
徵
還
宅
、
大
懼
。

（
44
）
西
土
の
耆
老
は
、
咸
な
怨
思
を
懐
き
、
上
の
睠
顧
を
冀
ひ
て
、
盛
ん
に
長
安
の
旧
制
を
称た

た

へ
、
洛
邑
を
陋
し
む
の
議
有
り
。
故

に
臣
は
「
両
都
賦
」
を
作
り
、
以
て
衆
人
の
眩
曜
す
る
所
を
極
め
、
折く

じ

く
に
今
の
法
度
を
以
て
す
（
西
土
耆
老
、
咸
懷
怨
思
、

冀
上
之
睠
顧
、
而
盛
稱
長
安
舊
制
、
有
陋
雒
邑
之
議
。
故
臣
作
兩
都
賦
、
以
極
衆
人
之
所
眩
曜
、
折
以
今
之
法
度
）。『
文
選
』

巻
一
。

（
45
）
こ
う
し
た
宣
伝
活
動
は
、
元
来
、
書
簡
文
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
金
文
京
『
三
国
志
の
世
界
』（
二
〇
〇
五
年
、
講
談
社
。

一
七
八
〜
一
八
九
頁
）
を
参
照
。
ま
た
、
書
簡
文
と
記
室
の
文
人
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
斯
波
六
郎
「
文
筆
考
」（
『
支
那
学
』

小
島
・
本
田
二
博
士
還
暦
記
念
特
別
号
、
一
九
四
二
年
。
の
ち
『
六
朝
文
学
へ
の
思
索
』
二
〇
〇
四
年
、
創
文
社
。
四
二
二
〜

四
八
二
頁
）
を
参
照
。




